ブックリスト（参加の皆さんとお話することができる「本」は次の方々です）

①　小林春彦　　「健常者福祉を主張して～脳機能障害者の見えざる困難～」
　　　　　　＜身体機能と高次脳機能の中途重複障がい者＞　　
私は１８歳の大病で九死に一生を得ましたが、それ以降、身体機能と高次脳機能に重複した障がいを持つカラダで生きていくことを余儀なくされてしまいました。それも、その闘病の前後で外見への変化を伴わないまま…。そして２５歳。健常者として育った故郷を離れ単身上京し５年。人は私を健常と捉えますが、私は障がい者。その見えざる困難と社会生活をお話します。
②　中王子みのり　　「ニューヨークシティマラソンとその後」
＜下肢・視覚障がい者（全盲）＞
　　　　　3歳ごろより視覚障がいが始まり、高校まで視覚特別支援学校に通いました。大学在学中に米国へ研修留学。卒業まもなく、複合型けいせい対麻痺と診断され、歩行も困難となりましたが、ハンドサイクルを使ってニューヨークシティマラソンに参加・完走しました。なぜ私が、パソコンやＳＮＳを活用し、声を社会に届けようとしているのか、お話します。
③　高橋ひょうま（グエン・カン・ティエン）　　「ここにいる結果の理由」
＜ベトナム難民者＞
僕は、1982年にベトナムよりインドシナ難民(ボートピープル)として来日しました。なぜ日本にいるのか?　なぜベトナムを脱国しなければならいのか? 僕が生まれた瞬間に芽生えた親の覚悟、その裏にある国を捨てた理由。今ここにいる奇跡に繋がる軌跡のお話をします。 
④　真白　　「多数派の社会に生きる～性的少数派セクシュアルマイノリティ～」
　　　　　　＜両性愛者/性的少数者＞
初恋の相手は男の子、初めて女の子を好きになったのは小学高学年。両性愛者として、異性愛者と同性愛者から偏見を受けやすい立場の私からみた私らしく、あなたらしく生きる多様性についてお話します。

＊この事業は、多様性を理解することで心のバリアを溶かし、互いを認め合う社会づくりを目的として実施するものです。
―　申　込　書　―
本を借りるには、予約が必要です。希望の本と時間をお選びください。
一人３冊まで貸し出すことができます。（（　）に〇を三つまで、つけることができます）
＊1回の読書会に参加できるのは、最大5名の方となります。希望者が多い場合を考慮し、第2希望もご記入ください。
お名前　　　
電話　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　FAX

Ｅメール

第１希望
	タイトル
	著者
	13:30~14:00
	14:15^14:45
	15:00~15:30

	健常者福祉を主張して　　～脳機能障がい者の見えざる困難～
	小林春彦
	（　　　　）
	（　　　　）
	（　　　　）

	ニューヨークシティマラソンとその後
	中王子みのり
	（　　　　）
	（　　　　）
	（　　　　）

	ここにいる結果の理由
	高橋ひょうま
	（　　　　）
	（　　　　）
	（　　　　）

	多数派の社会に生きる～セクシャルマイノリティ～
	真白
	（　　　　）
	（　　　　）
	（　　　　）


第２希望
	タイトル
	著者
	13:30~14:00
	14:15^14:45
	15:00~15:30

	健常者福祉を主張して　　～脳機能障がい者の見えざる困難～
	小林春彦
	（　　　　）
	（　　　　）
	（　　　　）

	ニューヨークシティマラソンとその後
	中王子みのり
	（　　　　）
	（　　　　）
	（　　　　）

	ここにいる結果の理由
	高橋ひょうま
	（　　　　）
	（　　　　）
	（　　　　）

	多数派の社会に生きる～セクシャルマイノリティ～
	真白
	（　　　　）
	（　　　　）
	（　　　　）


＊貸し出し手続きがありますので、読書会の必ず15分前にご来場ください。
＊予約受付完了のお返事は、遅くとも11月1日までにいたします。
